
 

 

 図１のようなスチールウールを希塩酸に溶かすと，主に水素ガスを発生し塩化鉄(Ⅱ) FeCl2 などができます．異臭がする場合には，塩酸から気体の塩

化水素 HCl （刺激臭）が出てきたり，スチールウールにイオウが含まれていれば硫化水素 H2S （卵が腐ったような臭い）が発生している可能性がありま

す．スチールウールが溶けた上澄み液を蒸発皿に取り，加熱して塩酸（水）を蒸発させます．このとき，乾く前に早めに加熱を止めて，冷えたときに水分

が少し残っていると，図２のような緑がかった黄色粉末（塩化鉄(Ⅱ)二水和物 FeCl2･2H2O や塩化鉄(Ⅱ)一水和物 FeCl2･H2O など）を取り出すことがで

きます．わずかに混ざっている白色粉末は水酸化鉄(Ⅱ) Fe(OH)2 （すなわち酸化鉄(Ⅱ)水和物 FeO･nH2O ）やスチールウールに含まれていた鉄以外の

金属の塩化物や水酸化物と考えられます．一方，ギリギリまで加熱して水分をほぼ完全に取り除くと，余熱でこげ（空気中の酸素によって酸化され）て図

３のような褐色粉末に変化します． 

図１   図２   図３  

 鉄粉を希塩酸に溶かし，その上澄み液を加熱した場合も同様の結果になります．乾く前に早めに加熱を止めると，図４のような黄色粉末が得られます．

さらに，このような試料を１日放置すると，やはり空気中の酸素によって酸化されて図５のような褐色粉末に変化します．一方，ギリギリまで加熱すると，

始めから図６のような褐色粉末になります． 

図４   図５   図６  

結論！ きれいな黄色粉末を取り出すためには，乾く前に加熱を止めて，冷えたときに水分が少し残っているようにしましょう！ 
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